
※PT-INRが安定している症例について、一律エリキュース錠へ切り替えることの意義は未だ確立されていません。
※「ワーファリン錠→エリキュース錠」へ切り替える経験は、ARISTOTLE試験ではわずかです。
※「プラザキサカプセルまたはイグザレルト錠⇔エリキュース錠」の切り替え時の有効性・安全性に関する臨床試験
　結果はまだ得られていません。
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ワーファリン錠⇔エリキュース錠切り替え時の注意点

＜ワーファリン錠⇔エリキュース錠＞

ワーファリン錠 何も投与しない期間 エリキュース錠

←　　この間に　PT-INR　チェック　　→
PT-INR が 2.0以下を確認！！！

エリキュース錠　開始！！！ワーファリン錠　投与中止

①ワーファリン錠からエリキュース錠へ切り替える時

②エリキュース錠からワーファリン錠へ切り替える時（エリキュース錠で有害事象あった時等）

PT-INR が 治療域下限（1.6～2.0）を超えるのを確認

エリキュース錠　投与中止ワーファリン錠　開始！！！

2剤　併用期間　あり

エリキュース錠

ワーファリン錠

＜ヘパリンナトリウム注⇔エリキュース錠＞

ヘパリンナトリウム注 エリキュース錠

持続静注中止　と同時に　エリキュース錠　開始！！！

①ヘパリンナトリウム注からエリキュース錠へ切り替える時

ヘパリンナトリウム注エリキュース錠

エリキュース錠　の次回　投与時期にヘパリンナトリウム注を開始！！！

②エリキュース錠からヘパリンナトリウム注へ切り替える時


